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令和３年度第１回移動教育委員会 懇談会発言要旨

（菊川市立横地小学校）

開 催 日 時：令和３年６月 21 日（月）10：05～11：45

場 所：菊川市立横地小学校

参 加 者：菊川市立横地小学校職員、菊川市教育委員会、静岡県教育委員

１ 学校概要説明及び取組

・全校児童 110 人、常勤職員 11 人。開校 148 年目。

・外国籍児童は 16 人、全体の約 15％を占め、ポルトガル語が飛び交う国際色豊

かな学校である。

・令和２年度「プログラミング教育実践校」の指定を受け、全学年でプログラ

ミング教育を実践している。

・ICT を活用した授業改善として、実物投影機、プロジェクター、スクリーンを

各教室に完備し日常的に使用するだけでなく、令和３年４月より、一人一台

端末が整備され、児童自身の積極的な ICT の活用を進めている。

・地域住民が本校教育に寄せる期待と関心は高く、学校の諸活動に対して大変

好意的かつ協力的である。

[学校教育目標］なりたい自分に向かって、努力を重ねる子

［重点目標］あいさついっぱい、対話でいっぱい

２ 授業見学等（全学年）

・iＰad（1 人１台端末）を活用した新たな学び

・ICT 等の技術革新を活用した探求的な学び

３ 懇談会

［ICT の活用について］

県教育委員

iＰad の習熟度について、児童間の差をどのように埋めているのか。

横地小

キーボード打ちについては今の６年生は４年生から練習し、習熟度は個々の能

力に応じているが、平均で１分間に 30 字程度は打てる。習熟度が高い児童になる

と 70 字くらいは打てる。今年度は２年生から実施している。

家に持ち帰り練習する児童はいるが、興味がない児童は特に練習をしていない

のが現状である。今後、底上げを図りたい。
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県教育委員

教え合い学習について取組はあるか。

横地小

基本的に授業ではランダムに４人班を構成している。リーダーとなる児童が１人、

リーダーについていく児童が２人、仲間から学ぼうとする児童が１人といった行動

パターンを取ることが多く、協働による学習活動の中で学び合い、教え合いが生ま

れている。

県教育委員

iＰad に限らず、ICT 機器を使用すると効率化を図ることができるが、効率化以外

のメリットはどのようなものがあるか。

横地小

学びの積み上げの見える化がメリットである。子供たちの考えたこと、話し合っ

たことが記録として残り、子供たち自身で学びを積み上げていくことができる。

また、Zoom を使用して、離れていても情報の共有や共同編集が可能になったこと

もメリットと感じている。

県教育委員

本当に優れた道具・機器は、その利用の過程で、人間の思考そのものをより高次

な思考に変えるレベルまできている。ぜひ、効率化だけでなく、児童の思考が変わ

る水準での利用を考えてほしい。

県教育委員会事務局

iＰad を利用した家庭学習の方法と iＰad 導入時の教員の研修について取組はあ

るか。

横地小

家庭学習での iＰad の利用については、例えば、家にある自分の宝物等の写真撮

影、指定した動画視聴などの反転学習に利用している。児童が動画を視聴したかど

うかは、コメント等で把握している。

iＰad 導入時の教員研修については、信州大学の助教授指導の下、グーグルスライ

ドなど様々な機能を体験し、普段の教職員間の連絡ツールとして利用する過程で、i

Ｐad が業務に定着してきた。「何事もまずはやってみる」の精神で、教員間で操作方

法等の情報共有を図っていきたい。
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県教育委員会事務局

児童の授業に向かう姿勢、学級としての姿勢は ICT 機器導入前後と比べていかが

か。また、授業方法による、学校間の格差はあるか。

横地小

授業に向かう姿勢、学級としての姿勢については、児童がそれぞれの裁量で楽し

く学ぶことで、積極性が向上している。

菊川市教育委員会

学校間の格差については、差が出ないよう各学校の ICT 推進委員が情報共有の会

議を開いており、中学校区でコーディネーターが情報交換や研修を行っている。ま

た、クラウド上で研修・情報共有を行い、各学校での授業方法・授業改善に生かし

ている。

［外国籍児童生徒の対応ついて］

県教育委員

外国籍の児童は何人いるか。また、問題なく学校生活を送っているか。

横地小

16 人在籍している。児童によって日本語の運用能力に差はあるが、編入前に NPO

法人「虹の架け橋」による外国籍児童への日本語や算数などの学習支援や、学校で

は県の日本語指導非常勤職員による指導を受け、不自由なく学校生活を送っている。

［要望等］

各学校に ICT 推進支援員を配置して欲しい。

・授業の指導に役立てるため（ICT 機器の操作方法の向上 など）

・初期設定（アプリの導入や、パスワード・メールアドレスの管理・設定 など）

の負担削減を図るため


